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n “ t0, 1, . . . , n ´ 1u とおく．n から n への写像全体を Mappn, nq とおく．Mappn, nq に一様分布を入れ

る．つまり，Mappn, nqの要素数は nn なので，そのどれもが等確率で出るものとする．また n次の置換全体

の集合 Sn にも一様分布を入れる．これは n!個が等確率である．このとき，ランダムに元をとったときの次

のような量の漸近的振る舞いが知られている:

量 Mappn, nq Sn

不動点のある確率 „ 1 ´ 1{e „ 0.63

ランダムな点から出発したときの周期の期待値 „
a

πn{8 „ 0.62
?
n “ pn ` 1q{2

一番長い周期の期待値 „ c1
?
n „ 0.78

?
n „ λn „ 0.62n

一番短い周期の期待値 „ e´γ

2 log n „ 0.28 log n „ e´γ log n „ 0.56 log n

表の左側下 3つの結果について，指数型母関数と特異点解析を使った証明を与えたい．特に左側一番下の結

果は講演者によるオリジナルな証明を与えることができたので、それを紹介したい．

予備知識は大学 1年程度の微積分である．
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